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１．令和7年３月期第２四半期（中間期）連結業績予想と実績値との差異（令和６年４月１日～令和６年９月30日）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
１株当たり

四半期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 　　　　　　円　銭

前回発表予想 (Ａ) 25,500 900 1,100 600 47.34

今回発表実績値 (Ｂ) 26,618 1,398 1,610 979 77.48

増　減　額　　  (Ｂ－Ａ) 1,118 498 510 379

増　減　率　　  (%) 4.4% 55.3% 46.4% 63.3%
（参考）
前期第２四半期（中間期）実績

（令和６年３月期第２四半期） 24,247 610 859 526 41.45

　　　　２．差異の理由

上回ることができました。

　 なお、景気の先行きに不透明感があることから、通期業績予想については据え置いています。

（注） 上記予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、

今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。

以上

令和７年３月期第２四半期（中間期）の連結業績予想と実績値との差異に関するお知らせ

下記のとおり差異が生じましたのでお知らせいたします。

　令和６年８月９日に公表いたしました令和７年３月期第２四半期（中間期）の連結業績予想と本日公表の実績値につきまして

　当中間連結会計期間の連結業績につきましては、トラックドライバーの2024年問題に端を発した海上モーダルシフトの

動きに伴って商品車両や雑貨の輸送数量が好調に推移し、自助努力による運航コストの削減にも努めた結果、予想を

記
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